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【短報】沖縄本島北部でスダジイの腐朽部から採集
されたコメツキムシ

沖縄本島北部でスダジイの立ち枯れ及び倒木の
褐色腐朽部から 2 種のコメツキムシを採集してい
るので報告する．
1．ノムラアカコメツキ Ampedus （Parelater） nomurai 
Ôhira, 1968

1 ♀（図 1），沖縄県国頭郡国頭村安波，9. III. 

2018，緒方裕大 採集．
スダジイ立ち枯れの褐色腐朽部が露出した部分

に静止している個体を採集した．沖縄島では大平
（2000） と大平・松尾 （2000） がすでに本種を記録
しているので，これが 2 例目の記録である．なお，
有本は 1984 年 7 月 2 日に奄美大島の中央林道から
大阪へ持ち帰ったスダジイの赤褐色をした腐朽部
から翌年の 3 月に本種 1 ♀の羽脱を観察している．
今回得られた個体は，スダジイの腐朽部から羽脱
した直後と思われ，偶然その部分に静止していた
とは考えにくい．これらのことから，スダジイの
腐朽部は本種幼虫のホストの一つであることが判
明した．

2．クニヨシムネアカコメツキ Ampedus （Miwaelater） 
aritai kuniyoshii Ôhira,1968 

1 ♂（図 2），2 ♀♀，沖縄県国頭郡国頭村大国林
道，8. III. 2018, 1 ♂，沖縄県国頭郡国頭村安波，9. 
III. 2018，緒方裕大 採集．

採集された個体は全てスダジイの赤褐色腐朽部
の割り出しで得た．本種も前種と同様に幼虫のホ
ストはスダジイの腐朽部であることが判明した。

末筆ながら今回の調査に当たり，現地を案内頂
いた藤川浩明氏 （沖縄県名護市） に心からお礼申し
上げる．
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図 1． オニダナエテントウダマシ．

図 1．ノムラアカコメツキ　♀． 図 2．クニヨシムネアカコメツキ　♂．


